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■いろいろな機能の使いかた

首振り機能

人感センサー機能

「首振り」ボタンを押す。
●  「首振り」ボタンを押すたびに、首振りの可動範囲が切り換わります。
首振りの可動範囲は「約45°」「約90°」「約180°」の3段階から選べます。

※電源を切ると、本体の向きは首振りスタート時の向きに戻り、首振り機能
は解除されます。

※電源を切ると、人感センサー機能は解除されます。

操作部／リモコン

ピッ

「人感センサー」ボタンを押す。

表示部

表示部

ご注意
●人感センサー機能（下記）を使用しているときは、首振り機能は使用でき
ません。

●首振り機能を使用しているときに「人感センサー」ボタンを押すと、首振
り機能は解除され、人感センサー機能が設定されます。

●可動範囲を超えて無理に動かさないでください。

■自動首振りの可動範囲

■人感センサーの感知範囲

ご注意
●人感センサー機能を使用しているときは、首振り機能（上記）は使用でき
ません。

●人感センサーの感知は多少時間差がでることがあります。
●人が感知範囲にいるときでも、全く動かなかったり、動きが小さい場合、
速い動きで感知範囲を通過した場合に人感センサー機能が作動しないこ
とがあります。

●人以外でもペットや風になびくもの、動作するものなどを感知する場合が
ありますので、センサー感知範囲付近にものを置かないでください。また、
まれに太陽光や白熱電球などの照明光でも感知する場合があります。

●室温が人の体温に近い温度まで上昇すると、人感センサー機能が作動しな
いことがありますが、故障ではありません。

●人の動きを感知して、自動的に運転を停止したり開始する機能です。

［約45°］ ［約90°］ ［約180°］［首振り機能解除］

人の動きを感知したとき

感知範囲から人がいなくなると

自動的に運転を開始します。

約2分後に運転が停止します。

人感センサーの感知時の動作

上下
  約60°

距離：約2m
左右約90°

約45°
約90°
約180°

※温風運転時は、ヒーター保護のた
め、送風運転を約15秒間行ってか
ら停止します。

※感知後は、
点滅します。

※手動首振りの可動範囲は約30°です。

※解除するときは、もう一度押す。

リモコン操作部

ピッ ピッ
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［4時間後］［オフタイマー機能解除］

チャイルドロック

オフタイマー機能 ●設定した時間経過後に、自動的に運転を停止する機能です。

●誤ったボタン操作を防ぐために、操作部のボタンをロックする機能です。

「オフタイマー」ボタンを押す。
● 「オフタイマー」ボタンを押すたびに、設定時間が切り換わります。
 オフタイマーは［1時間後］から1時間刻みで［4時間後］まで設定でき
ます。（1時間後/2時間後/3時間後/4時間後）

操作部／リモコン

ピッ

表示部

［1時間後］

「チャイルドロック」ボタンを3秒以上長押しする。
リモコン操作部

ピッ

※リモコンでチャ
イルドロックの
設定はできま
せん。

● 設定時間が経過すると、自動的に運転を停止します。
（表示部「タイマー」：点滅）

※設定時間経過前に運転を停止すると、オフタイマーの設定は解除され
ます。

※解除するときは、もう一度長押しする。

表示部

ご注意
●チャイルドロック設定時は、運転停止とチャイルドロック解除以外の操作
は出来ません。（リモコンでの操作も出来ません。）

●チャイルドロックを解除せずに電源を切った場合は、運転を再開した際も
チャイルドロックが設定されています。
解除する場合は、「チャイルドロック」ボタンを3秒以上長押ししてくだ
さい。

●運転停止時も、チャイルドロックの設定が可能です。

運転のしかた
■いろいろな機能の使いかた　(つづき）

表示部

［温風運転時］

※温風運転を再開するには、操作部の「電源」ツマミを一度［切］に戻して
から、再度「電源」ツマミを[温風]にしてください。
送風運転の場合は、再度リモコンの「電源」ボタンを押しても運転を再
開できます。

リモコン操作部

●本体の表示部を消灯状態にする機能です。消灯機能
操作部の「オフタイマー」ボタンを3 秒以上長押しする。

● ボタンやダイヤルを操作した場合は、本体の表示部が約10秒間点灯します。

ピッ

※リモコンで表示
部の消灯はで
きません。

※解除するときは、もう一度長押しする。
［送風運転時］

※「温風」のみ点灯 ※「送風」のみ点灯
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おやすみモード

リズムモード ●風量を一定間隔で切り換えながら運転する機能です。

●風量を段々と弱くなるよう切り換えながら運転し、停止させる機能です。

「リズム/おやすみ」ボタンを1回押す。
操作部／リモコン

● 運転が停止すると、表示部の「タイマー」が点滅します。

ピッ

表示部

表示部

※温風運転時、送風運転の[TURBO］設定時は選択できません。

※温風運転時、送風運転の[TURBO］設定時は選択できません。

● 操作部の「風量」ダイヤルを回す、または、リモコンの「風量」ボタンを
押すたびに、リズム設定が切り換わります。
リズム設定は以下の4段階から選べます。

※解除するときは、2回押す。

※「風量」ダイヤル、または「風量」ボタン
でお好みのリズム設定を選ぶ。

リズム設定 表示部 動作

リズム1（微風） 風量[1]から風量[4]を一定間隔で切り換え

リズム2（弱風） 風量[5]から風量[8]を一定間隔で切り換え

リズム3（中風） 風量[9]から風量[12]を一定間隔で切り換え

リズム4（強風） 風量[13]から風量[16]を一定間隔で切り換え

「リズム/おやすみ」ボタンを2回押す。
操作部／リモコン

ピッ

ピッ

● 操作部の「風量」ダイヤルを回す、または、リモコンの「風量」ボタンを
押すたびに、おやすみ設定が切り換わります。
おやすみ設定は以下の4段階から選べます。

※解除するときは、もう一度押す。

※「風量」ダイヤル、または「風量」ボタン
でお好みのおやすみ設定を選ぶ。

おやすみ設定 動作 運転時間

おやすみ1 [リズム1]で90分→運転停止 90分

90分

90分

120分

おやすみ2 [リズム2]で30分→[リズム1]で60分→運転停止

おやすみ3
[リズム3]で30分→[リズム2]で30分→[リズム1]
で30分→運転停止

おやすみ4
[リズム4]で30分→[リズム3]で30分→[リズム2]
で30分→[リズム1]で30分→運転停止

表示部（モード）

(例：リズム３)

(例：おやすみ３)

リモコン操作部

リモコン操作部

ピッ

ピッ

※温風運転を再開するには、操作部の「電源」ツマミを一度［切］に戻して
から、再度「電源」ツマミを[温風]にしてください。
送風運転の場合は、再度リモコンの「電源」ボタンを押しても運転を再
開できます。

ピッ

ピッ

ピッ

ピッ
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お手入れのしかた

保管のしかた

ご注意
●操作部、本体内部の電気部品には絶対に水をかけないでく
ださい。
感電や故障の原因となります。

●シンナー、ベンジンなどは絶対に使用しないでください。
本体を傷めます。また変色、変形の原因となります。

ご注意
●フィルターを取り外したまま使用しないでください。
本体内にごみやほこりなどを吸い込み、故障の原因となります。

※お手入れは運転を停止して電源プラグをコンセントから抜き、必ず本体が冷めてから行ってください。

・外側は薄めた台所用洗剤（中性）にやわらかい布などを浸してしぼり、汚れを拭き取ります。
そのあと、洗剤が残らないように、乾いた布でもう一度拭き取ってください。

本体

フィルター 週1回（目安） ・フィルターがごみやほこりなどで目詰まりすると、安全装置がはたらき、運転が
停止することがありますので、定期的にお手入れしてください。

フィルターを本体から取
り外します。

1 フィルターについたごみ
やほこりなどを掃除機で
吸い取ります。

2 フィルターを吸込口カ
バーに戻し、本体に取り
付けます。

3

・お手入れしたあと、陰干しして乾燥させてください。
・本体をポリ袋などで包み、元の梱包ケースなどに入れて、直射日光の当たらない湿気の少ないところに保管してくだ
さい。

汚れがひどいときは、水洗い
したあと、陰干しして乾燥さ
せてください。

フィルター

吸込口カバー
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故障かな？と思われたときは
修理を依頼される前に、この取扱説明書をよくお読みいただき、次の点検をしてください。それでも異常のある場合は、
商品に保証書を添えてお買い上げの販売店にご持参ください。

このようなとき 処置のしかた

運転しない
風が出ない

操作ボタンを押しても
受け付けない

運転が途中で停止する
風の吹き出しが弱い

点　　検

●電源プラグがコンセントに確実に差し込
まれていますか？

●コンセントの刃受け部がゆるくなってい
ませんか？

●本体が傾いたり浮いたりしていませんか？

●「電源」ツマミが「切」になっていませんか？

●ご家庭のブレーカーが落ちていませんか？

●たこ足配線していませんか？

●チャイルドロックを設定していませんか？

●フィルターがごみやほこりなどで目詰まり
していませんか？
※温度過昇防止装置が働いて停止することが
あります。

●吹出口の前に物を置いていませんか？
●吸込口がふさがっていませんか？
※温度過昇防止装置が働いて停止することが
あります。

電源プラグをコンセントにしっかり差し
込んでください。

「電源」ツマミを「温風」または「送風」に
してください。

ブレーカーを点検してください。

コンセントをお調べください。

安定した場所に置きなおし、電源を切っ
てから再度電源を入れてください。

チャイルドロックを解除してください。
（P. 13参照）

電源プラグが異常に
熱くなる

定格15A以上のコンセントを単独で使用
してください。延長コードを使用しない
でください。

●オフタイマー機能を設定しませんでしたか？

自動で運転停止した

オフタイマー機能を設定すると、設定し
た時間で自動的に運転を停止します。

●おやすみモードを設定しませんでしたか？ おやすみモードを設定すると、設定され
ている時間で自動的に運転を停止します。

●表示部の「タイマー」が点滅していませんか？
自動オフが作動しています。
「電源」ツマミを［切］に戻してから、再度
「電源」ツマミを回してください。

●人感センサー機能を設定していませんか？
「首振り」ボタンを
押しても作動しない

人感センサー機能を解除したうえで「首
振り」ボタンを押してください。
※人感センサー機能設定時は、首振りの設定
はできません。

電源を切り、フィルターのお手入れをし
てください。（P. 15参照）
約30分後、再度電源を入れてください。

電源を切り、「設置について」（P. 5参照）
をお守りいただき、正しく設置してくだ
さい。
約30分後、再度電源を入れてください。

リモコンの
「電源」ボタンを押しても
温風が出ない

●リモコンで送風運転の再開はできますが、
温風運転の再開はできません。 「電源」ツマミを「温風」にしてください。
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長期使用製品安全表示制度に基づく本体表示について

（本体への表示内容）

（設計上の標準使用期間とは）

■標準的な使用条件 日本工業規格JISC9921-1による

■経年劣化により危害の発生が高まる恐れがあることを注意喚起するために電
気用品安全法で義務付けられた以下の内容の表示を本体に行っています。

■運転時間や温湿度など、標準的な使用条件に基づく経年劣化に対して、製造した年から
安全上の支障なく使用することができる標準的な期間です。

■設計上の標準使用期間は、無償保証期間とは異なります。また偶発的な故障を保証する
ものでもありません。

■無償保証期間は、お買い上げの日から1年間です。

扇風機

【製造年】本体に4桁で表示してあります。

【設計上の標準使用期間】5年
設計上の標準使用期間を超えてお使いいただいた場合は、
経年劣化による発火・けがなどの事故に至る恐れがあります。

大項目

環 境 条 件

負 荷 条 件

想定時間等

中項目 小項目 備考

電圧
単相100V又は
単相200V

周波数

温度

湿度

設置条件

扇風機
（含む壁掛け扇、
天井旋回扇）

1日あたりの使用時間

1日使用回数

1年間の使用日数

スイッチ操作回数

首振運転の割合

50Hz/60Hz

30℃

65%

標準設置

定格負荷（風速）

8（h/日）

5（回/日）

110（日/年）

550（回/年）

100（%）

機器の定格電圧による

工事説明書・取扱説明書による

取扱説明書による

※環境条件の湿度65%は、JIS Z 8703の試験状態を参考としている。

●「経年劣化」とは
長期間にわたる使用や放置にともない生じる劣化をいいます。
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